



















































































































































































































 ５ ＭＳＣ（＝Most Significant Change」は、参加型モニタリング・評価手法の１つ。ＭＳＣは、現場
レベルで発生する重大な変化の物語の収集と、特定の利害関係者やスタッフからなる集団による最
も重大な物語の選定から構成される。農業、教育、保健などの分野に有効で、アフリカ・中南米・ヨー
ロッパ・南太平洋のNGOや政府組織で活用されている。
［文献］
杉澤経子,2012,「仕組みを創る―外国人住民施策を担当する立場から」『シリーズ多言語多文化協働実
践研究 15地域日本語教育をめぐる多文化社会コーディネーターの役割と専門性』東京外国語大
学多言語・多文化教育研究センター .
長谷部浩ほか,2013,「社会資源開発にむけた事業戦略」『コミュニティソーシャルワークと社会資源開
発』全国コミュニティライフサポートセンター .
ヘンリー・ミンツバーグ,齋藤嘉則訳,「戦略サファリ第２版―戦略マネジメント・コンプリートガイド
ブック」.
山崎亮,2015,『ふるさとを元気にする仕事』筑摩書房.
リック・デイビース、ジェス・ダート,田中博監訳,「モスト・シグニフィカント・チェンジ（MSC）
手法・実施の手引き（日本語版 2013）.
